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件 名 南高麗地区における“農のある暮らし”「飯能住まい」の

エリア拡大について

１ 概要

“農のあるくらし”「飯能住まい」（以下「飯能住まい」という。）は、「第５次

飯能市総合振興計画」や「まち・ひと・しごと創生総合戦略」にも位置付けられ

た、本市の定住人口増加策の一つとして実施しています。

市では、南高麗地区における「飯能住まい」のエリア拡大に向け、埼玉県との

協議を進めてまいりましたが、令和２年１２月に、埼玉県知事より「申請のとお

りエリアを拡大することについて支障なし」との回答を得られたことから、令和

３年４月１日より、「飯能住まい」のエリア拡大を行うものです。

２ 内容

（１）エリア拡大の理由

平成２８年４月の「飯能住まい」制度開始以降、現在までに３１組 101 名か

らの建設計画認定の申請を受け、既に１８組５５名のご家族が南高麗地区に移住

しており、南高麗地区全体の人口推移(※別紙１)は、減少から増加に転じている

状況です。

一方、南高麗地区にお住いの方々、中でも今回のエリア拡大の対象である大字

苅生、大字下直竹の地域住民からは、更なる定住促進による地域コミュニティの

活性化に向けた要望が寄せられているほか、本市への移住を検討している方々か

らは、南高麗地区において、新しい土地の紹介を希望する声を多くいただいてい

ます。

また、昨今のコロナ禍において、特に都心部にお住まいの方から「勤務がテレ

ワーク中心となったため、都心を離れ、郊外での生活を望んでいる。」「コロナ禍

において都心での生活を見直し、都心の密を避け、子どもがのびのびと生活でき

る環境を求めている。」といった移住相談が昨年度に比べ約３倍に増加するなど、

「飯能住まい」への注目度が更に高まっている状況です。

（２）エリア拡大後の対象範囲
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